
田原本町みんなのまち・きれいなまち条例（素案） 

私たちの愛する田原本町は、豊かな歴史と風土に育まれ、先人から受け継いでき

たかけがえのない宝物です。このまちで日々を暮らし健やかな時間を紡いでいくこ

とは何よりの誇りであり、未来を担う子どもたちへこの環境を美しく継承していく

ことは、今を生きる私たちに課せられた大切な使命です。 

一人の小さな心がけや日々の何気ない行動の積み重ねが、未来を変える力となり

ます。ポイ捨てや飼い犬等のふん尿の放置、路上喫煙といった身近な生活環境の課

題は、決して誰かのものではなく、まさに私たち一人ひとりの「自分ごと」です。

地域に愛着を持って行動するとき、その小さな一歩はやがて大きな力となり、田原

本町の未来をより豊かに輝かせます。 

「ずっときれいに。私たちの大好きなまち田原本」という理念を掲げます。私た

ちが愛するこのまちを、いつまでも清潔で、誰もが心地よく過ごせる美しい場所と

して次代へつなぐこと。それは、このまちを愛するすべての人が環境を「自分ごと」

として大切にする、私たちの大切な約束です。 

町、事業者、そして町民等がそれぞれの役割を認識し、誇りを持って生活環境の

美化に取り組むとともに、ごみの減量及び資源循環の推進に努めることで、誰もが

清潔で快適な生活環境を享受できるまちを実現するため、この条例を制定します。 

（目的） 

第１条 この条例は、清潔で快適な生活環境づくりの促進に係る町、事業者及び町

民等の責務を明らかにするとともに、ポイ捨て、不法投棄及び飼い犬等のふん尿

の放置の防止並びに路上喫煙の適正化を推進し、併せてごみの減量及び資源循環

の推進を図ることにより、清潔できれいなまちをつくり、もって町民等の生活環

境の向上に資することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

(1) 道路等 道路、公園、広場、河川その他の公共の用に供する場所をいう。 

(2) 町民等 町内に居住し、通勤し、通学し、若しくは滞在し、又は町内を通過

する者をいう。 

(3) 事業者 町内において事業活動を行う個人、法人又は団体をいう。 



(4) ポイ捨て 空き缶、空き瓶、ペットボトル、チューインガムのかみかす、た

ばこ（たばこ事業法（昭和５９年法律第６８号）第２条第３号に掲げる製造た

ばこであって、同号に規定する喫煙用に供されるもの及び同法第３８条第２項

に規定する製造たばこ代用品又は電子たばこ（香料などを含んだ溶液を加熱し

て、発生する蒸気を吸入する製品で、電子たばこ又はこれに類する名称のもの

を含む。）をいう。以下同じ。）の吸い殻、紙くずその他のごみを専用のごみ容

器以外の場所に捨てることをいう。 

(5) 不法投棄 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）

第１６条の規定に違反して、道路等又は他人が所有し、若しくは管理する土地

にみだりに廃棄物を捨てる行為をいう。 

(6) 飼い犬等 飼育管理されている犬、猫その他動物をいう。 

(7) 喫煙 人が吸入するため、たばこを燃焼させ、又は加熱することにより煙（蒸

気を含む。）を発生させること及び燃焼している状態又は加熱されている状態

のたばこを携帯することをいう。 

(8) 路上喫煙 道路等において喫煙をすることをいう。ただし、道路交通法（昭

和３５年法律第１０５号）第２条第１項第９号に規定する自動車（同法第３条

に規定する大型自動二輪車及び普通自動二輪車を除く。以下同じ。）の車内にお

いて当該行為を行うことを除く。 

(9) 歩行喫煙 歩行中又は自転車、原動機付自転車、自動二輪車等の乗車中に路

上喫煙をすることをいう。 

（町の責務） 

第３条 町は、この条例の目的を達成するため、町内全域において、ポイ捨て、不

法投棄及び飼い犬等のふん尿の放置の防止並びに路上喫煙の適正化を推進して生

活環境の美化を図るための施策を実施するものとする。 

２ 町は、前項の施策のほか、ごみの減量及び資源循環を推進するための施策を実

施するものとする。 

（事業者の責務） 

第４条 事業者は、この条例の目的を達成するため、町が実施する施策に協力する

よう努めなければならない。 

２ 事業者のうち、飲食料、たばこその他のポイ捨ての原因となるおそれのある物



の製造、加工、販売等を行う者は、ポイ捨てを防止するため、町民等への啓発そ

の他必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

３ 事業者のうち、動物の販売を業として行う者は、飼い犬等のふん尿の放置を防

止するため、飼い犬等を飼育管理する者への啓発に努めなければならない。 

４ 事業者は、事業所及びその周辺その他事業活動を行う地域において、清掃美化

活動に努めるとともに、事業活動に伴うごみの減量及び資源循環に努めるものと

する。 

（町民等の責務） 

第５条 町民等は、この条例の目的を達成するため、町が実施する施策に協力する

よう努めなければならない。 

２ 町内に居住する者は、自宅及びその周辺の地域において、清掃美化活動に努め

るとともに、日常の生活においてごみの減量及び資源循環に努めるものとする。 

（ポイ捨て及び不法投棄の禁止） 

第６条 何人も、ポイ捨て又は不法投棄をしてはならない。 

（飼い犬等のふん尿の放置の禁止及び適正処理） 

第７条 飼い犬等を飼育管理する者は、道路等に飼い犬等のふん尿を放置せず、適

正に処理しなければならない。 

（歩行喫煙の禁止） 

第８条 何人も、歩行喫煙をしてはならない。 

（みんなのきれいなまちの日） 

第９条 町長は、町、事業者及び町民等の生活環境の美化及びごみの減量、資源循

環に対する意識を高め、自発的な活動を推進するため、みんなのきれいなまちの日

を定めるものとする。 

（路上喫煙禁止区域の指定等） 

第１０条 町長は、路上喫煙の禁止を重点的に推進する必要があると認める地域を

路上喫煙禁止区域（以下「禁止区域」という。）として指定することができる。 

２ 町長は、必要があると認めるときは、禁止区域を変更し、又は指定を解除する

ことができる。 

３ 町長は、前２項の規定により禁止区域を指定し、若しくは変更し、又は指定を

解除したときは、その旨を告示しなければならない。 



（禁止区域内における路上喫煙の禁止等） 

第１１条 何人も、禁止区域内において、路上喫煙をしてはならない。 

２ 何人も、禁止区域外において路上喫煙をするときは、喫煙マナー（他人に迷惑

をかける喫煙及び生活環境に悪影響を与える喫煙をしないよう配慮することをい

う。）を守り、かつ、吸い殻入れを使用しなければならない。 

（助言又は指導） 

第１２条 町長は、第６条から第８条まで及び前条の規定のいずれかに違反した者

に対し、清潔で快適な生活環境づくりの促進を図るため必要な限度において、助

言し、又は指導することができる。 

（委任） 

第１３条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、町

長が別に定める。 

附 則 

 この条例は、令和９年７月１日から施行する。 


